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　北川崎の虫追いは，毎年７月24日の夕暮れを待って人々が鎮守の川崎神社に集まり，
麦わらを束ねた大小さまざまな松明（たいまつ）に火を灯し，鉦（かね）や太鼓を交え
た行列で「稲の虫ホーイホイ」と叫びながら地区内の農道を行進するものです。稲につ
く害虫を地区の境まで追い払い，併せて豊作を祈念します。松明は北川崎自治会が主体
となり，地域の公民館・小学校などが協力して作成し，当日には多数の小学生の参加も
みられます。
　市内の別地域の古文書には，1791（寛政３）年に天候不順で稲に虫がついたが，麦わ
らでつくった松明を燃やして耕地を回って歩いたところ豊作となったことが記されてお
り，市域の虫追いはこの頃から始められた可能性があります。
　都市化が進んだことや火災予防の理由などから他地域の虫追いが中止される中，現在
でも続く虫追い行事として2008（平成20）年に埼玉県指定無形民俗文化財となっている
ほか，古の人々の祈りを今日まで届ける貴重な虫追いの風習を守り，次世代に受け継ぐ
姿勢が評価され，2024（令和６）年度第44回伝統文化ポーラ賞（地域賞）を受賞しまし
た。� （写真：越谷市　文：越谷市教育委員会生涯学習課　莵原　雄大）

表紙写真説明：シリーズ農村の伝統祭事

北川崎の虫追い
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